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現在、歯科治療環境は一般補綴・インプラント印象・矯正等にもデジタル化が
進んでおり、インプラント治療においてはガイデッドサージェリーなど、更に
幅広く使用され始めました。
本講義では、インプラント治療におけるデジタルワークフローの一連の流れ

を紹介致します。サージカルガイドを使用したインプラント埋入・デジタル印
象・補綴までの流れを中心にデジタルワークフローを採用する際のポイントと
有効性を解説いたします。
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【キーポイント】
○デジタルワークフローの理解
○ガイデッドサージェリーの習得(ガイド実習）

https://eventpay.jp/event_info/?shop_code=939258495435
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